
号

制

…

ア

江

田

信

仲

間

一
一ハ
一一

同

炉

心

持

拡

河

川

一

一

品

川

出

口

一
絹

昨

日

計

つ

い

て

月

一

?

湖

町

諮

問

は

は

隣

諸

立

高

し

い

秘

雨

ω
季
節
一状
態
で
す
口
大
村
市
に

二

川
内
外
れ
れ
川

r問
外
阿
古
K

際

し

大

村

市

長

は

孜

副

M
M怜
子

会
む

1
帥

…

対

ふ

大

納

隆

の

で

現

在

そ
れ
を
実
施
判
一日

川

約

三

ハル
日

出

一M
N
Mれ
一
一
月
一
段
一

職
員

ω呉
動

K
際
し

τの
注
意

一口
本
県
に
お
け
る
背
年
学

第

M
C
長
野
電
所
一
、
道
路
新
設
(
諏
訪
、

一え
約
一
国

UMル
が
無
数
に

一だ
止
し
た
ら
折
鼠
、
文
じ
日
一

今
回

ω異
動
口
、
公
約
と
所
信
に
基
い
て
綱
紀
の

一級
も
開
設
奨
附
の
時
間
か

一
頃
川
M

I

M
Mは
V
M
M
)
(三
月

石

川

計

五

日

恒

例

以

百

九

む

十
日

十

州

問

問

州

山

首

長

時

計

川

計

約

一位

以

軒

以

刊

誌

一月
采
択
代
表

才

木

玖

司

到

罰

則

割

引

件

一

@
予
算
決
定
衣
第
着
工
予
一発
生
で
有
名
に
な
り
ま
し
一

市
民
の
時
様
、
風
光
明

一
を
作
り
上
げ
市
政

ω
振
興
を
企
図
し
た

の

で

あ

ユ

一え
ら
れ
る
の
で
、
勤
労
青

訪

日

抗

日

認

可

採

択

代
表
天
本
栄
一

f軍
刑
道
路
存
置
に

一芯

読

者

れ

一
m
m
m
M古
川

口

一
品

目

詰

取

れ

れ

は

抑

制

紅

色

一訪

問

服

部

内

問

一す

忘

れ

仇

汚

附

謀

術

助

決

定

次

第

実

一

間

れ

時

間

川

〉

(

一一一月
一町

民

部

品

M
一昨

む

お

い

以

盟

主

m
m
u伝
説

抗

日

州

知

七

七

一読

M
Y
M
刊
誌
同
時

一物
処
抑
制

Z
置
に
関
す
る
ご
、
元
軍
用
道
路
を
市
道
一
@
丘
く
実
施
予
定

一街
生
の
徹
底
を
期
し
文
化
一し
よ
う
o

一
ま
す
O

巴

一

級
が
種
々
の
困
難
な
条
件

一詩
刷

会
一月
採
択

代

室

外

1
J1

1
1
1
1
1
J
I
-
-
一的
観
光
大
村
汗
し
て
名
実
一

遺
跡
愛
設
遡
問
に
道
断

二

、
信
賞
必
前
の
基
本
方
針
を
堅
持
す
る
こ
正

一下

に

お

ら
や
教
育
効
果

一

、
ツ
)

午

諸

白

川

霊

答

e
i霊
長

一共
に
備
わ
る
美
し
い
互
の
手
入
れ
を
し
て
下
三
ご
、
公
僕
の

R
K透
徹
し
お
に
公
明
E
大
な

る

一を
あ
け

る
に
は
、
ど
う
し

一@

昭

和

二

十

八

年

度

当

也

事

足

室

予

て

是

霊

祭

一造
る
べ
く
努
力
し
て
お
り
一皆
様
八

、
今

一
歩
前
進
し
一

i

一た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
体

市
議
曹
に
於
て
採
接
さ
れ
た

一説
明
日
村
山
川
弘
士
一
城
公
園
・
戦
後
初
の
盛
儀

一ま
ド
官
於
て
も
陛
芥
一円
十
抗
日
間
比
一
一一一、
時
十
版
印
即
時
U
M
刊
明
河
口
一間
持
品
説
昨
日

盛

岡

氏

書

〉

定

理

伏

況

。

一場
紅
白
都
世
す
る
こ
よ
な
一
日
清
、
日
露
戦
争
以
来
二
雲
師
、
玉
串
重
な
ど
厳
一の
搬
出
汚
物
の
清
掃
に
は
す

の
で
あ
り
ま
す
。

一

問、

4
2計

画
的

K
し

τ機
先
を
制
し
思
付

一た
め
に
、
左
の
要
領
に
よ

言
自
4
3
5
h長
一死

D
(
一り
近
く
工
郡
江
を
す
る
一
線
下
に
於
け
る
戦
妓
陸
一か
に
行
わ
れ
た
が
、
引
続
一大
立
で
活
動
し
て
去
り
主
語
、
衛
生
認
で
は
入
秘
一

叉

tF
ヨ
義
な
ち
ざ
る
こ
と

一り
隣
く
県
下
か
ち
懸
賞
涌

一
、
諏
訪
、
池
田
地
区
二
一願

ω件
(三
月
採
択
松
、武
一予
蛇
U

一
海
軍
人
軍
属
を
印
刷る
一一
一城
一き
午
前
十
一
時
か
ら
忠
盛
一す
が
・
衣
々
に
発
生
す
る

一前
K
予
算
の
許
す
限
り
清
一

五
、
事
務
能
率

ω向
上

ι図
る
り
」
共
に
所
内
書
道

一文
を
募
集
す
る
o

階
建
性
宅
一
補
強
に
関
す
る
一又
次
一
外
〉
一
一
、
大
村
、
竹
賀
線
ハ
松
玄
関
の
県
忠
盛
塔
並
に
全
一塔
に
於
て
神
式
に
よ
り
市
一伝
染
病
患
者
の
隔
離
山
収
容
一掃
夫
も
酌
員
し
て
計
画
俊
一

ο研
究
を
定
ち
た
L
こ
k

一

内
存
は
全
体
的
に
も
一

清
願
の
件

(
一一一
月
深
沢
松
一@
幹
線
の
排
水
清
の
土
笠
原
よ
り
速
い
い
を
経

τ牝
賀
一境
内
の
戟
争
事
変
戦
一
段
者
一主
催
の
慰
箆
祭
を
執
行
、

一患
家

ω
防
疫
等
、
限
ら
れ
一慌
に
努
力
す
る
予
定
で
あ

一
(
定
期
的
報
告
苦
言
語
仰
な
く
実
行
す
る

と

と

き

百

分

に
勺
い
て
論
及
し
て

k
又
次
作
)

一帯
備
を
取
敢
ず
実
施
の
予
一県
K
過
す
る
法
判
)
県
道
一合
同
-
仰
に
於
て
戦
後
一
初
の

一祭
主
大
村
市
長
の
祭
詞
、

一た
人
員
で
広
い
市
内
の
清
一り
ま
ナ
が
各
町
内
で
も
美
一

式
、
和
一ト

ω
指
説
教
育
及
び
監
督
に
一
段

ω注
意

一も
工
、

@
請
一
闘
に
あ
る
建
物
は
大
一定

一

納

入

江

関

す

る

箭

臥

む
作
一服
市
主
催
に
よ
る
合
和
祭
一知
事
、
四
市
長
代
表
、
大
一知
美
化
に
は
及
ぶ
べ
く
も
一化
正
伝
染
病
撲
滅

ω
た
め

一

を
払
う
こ
と
し
特
に
部
下
的
特
徴
(
就
中
そ

一

募
集
の
要
綱
次
の
泊
り

賊
省
所
有
で
あ
り
同
省
主
一
、
消
防
車〈
第
七
分
団
)
一

〔
問
月
採
択
一描
一日
脳
外
)一
'と
慰
襲
安
行
わ
れ
た
。
一村
市
曾
議
長
外
関
係
者
の

一あ
り
ま
せ
ん
o

そ
れ
で
市
一各
戸
と
ぞ
っ
て
抑
秘
力
下
一

小
長

m
uを
把
握
す
る
こ
止
に
努
め
る
こ
と
一
、
論
文
の
題
目

は、

そ
の
補
修
は
実
施
せ

一購
入
に
関
す
る
請
願
の
件
一@
杭
賀、

長
崎
関
係
市
町
一
こ
の
口
、

午
前
十
時
か

一慰
霊
詞
や
玉
串
が
捧
げ
ら
一内
の
皆
様
に
御
協
力
を
求
一さ
い
o

一

係
長
、
主
任
U
上

ω異
動
次
の
逝
・
り
。

一

「

青

年
学
級
の
質
的

な
い
こ
'
と
に
か
仏
っ
て
い
る

一
(
一
二
月
採
択
中
井
鷹

一
)
一村
止
諸
問
な
る
ま
抗
を
と
一
ら
合
同
円
前
で
は
県
主
催
一れ
、
千
五
百
齢
名
の
潰
故
一む
る
次
第
で
あ
り
ま
す
の
一

な
お
脱
虫
剤
、
消
毒
用
一
「
課
長
」
品
不
問
」

一直
衛

(
税
一務
賦
課
係
)

ム
一

2
・何・土
の
具
体
策
」

の
で
市
及
び
居
住
者
よ
り
一@
消
防
の
也
債
を
申
請
中
一
り
雨
県
知
事
孟
ぴ
県
議
会
一の
下
に
英
霊
二
七
八
五
位

一が
参
列
し
て
厳
粛
民
大
に
一

市
中
の
下
水
は
傾
斜
が

一問
等
以
衛
生
訴

に
用
意
し
一
ム

VE
E

E町
民
松
一一肌
会
…
該
紘
一説
係
長
銀
一枇
会
一

1
一
立
市
川
県
下
一

特
別
委
員
を
選
出
、
研
究
一で
あ
る
の
で
、
認
可
が
あ
一
に
除
情
、
首
脳
ヲ
ベ
く
目
一
の
合
化
祭
が
神
式
に
よ
っ

一殉
闘

ω英
笠
身
慰
め
た
。
一無
い
為
、
排
削
が
一品
く、

一て
あ
り
ま
す

ミ
ら
卸
市
立
存
一
f
E副
叫
訟
斯
官
官

U

A
F
一
和
組
事
務
所
庶
務
係
長

一

貴
2
J
九

。
上
、
処
置
す
る
予
定

一れ
ぽ
予
算
化

の
予

定

一

下
J

芸

品
中

一
τ執
行
さ
れ
、

祭
主
知
事
一

(

計

会
談
)

一至
る
処
に
汚
水
が
仲
間
し

一下
さ
れ
ば
突
如
で
い
引
ん
山
一本
管
長

第 17号

干リ月

市
民
か
ら
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
各
極
の
請
願

事
項
の
中
、
市
議
合
?
採
択
さ
れ
た
も
の
は
市
長

に
送
附
さ
れ
、
逐
次
そ
の
処
理
に
当
っ
て
い
る
が

大
村
市
長
就
任
以
後
、
選
附
さ
れ
た
請
願
の
処
理

欣
況
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
(
広
報
係
)

りよt:. 政市村大昭 和 初 年5月初日

お
会
い
し

て
な
る
ほ
ど

こ
の
何
は
味

ω
あ
る
付

だ
な
在
感
じ
た
と
乏
が

随
分
沢
山
あ
つ

に
と
Lし

だ
け
は
、
さ
す
が
の
頭

の
惑
い

私
も
忘
れ
ら
れ

な
い

ω
で
あ
り
ま
す。

そ
れ
故
に
今
日
迄
、

聞
の
.惑
い
私
が
こ
の
何

を
覚
え
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す。

人
出
と
い
う
も
の
は

お
五
に
欲
の
か
た
ま
り

の
様
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。
欲
一
の
な
い
人
間
は

世
の
巾
に
役
に
立
ち
そ

う
忙
も
な
い
。

(ー〉

貨

る
ほ

Y
L

あ
に
ま
の
さ
が
る

稲

穂

か

な

批
が
よ
ん

π旬
だ
か

則
的
思
い
私
付
忘
れ
て

し
ま

っ
た
。
し
か
し
、

私
の
父
が
、
こ
の
何
を

教
え
て
く
れ
た
こ

K
L

今
日
迄
、
色
々
な
人
'
と

…
人
事
移
動

(
括
弧
内
は
旧
職
又
は
兼
職
)



規
則
に
も
「
掃
除
義
務
者
一

仰
仰
不
詐

ω
点
が
あ

一が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
一

ズ
ぷ
ン
戸
毛
)

ご
し
て
い
た
が
日
本
側
に
移
一い
る
が
、
モ
う
は
問
屋
が
一沢

庵

潰

、

茶

一

は
覆
葦
の
あ
る
容
器
を
備
一

り
ま
し
た
ら
謹
厳
友
〈
一り
ま
し
た
。
そ
し
て
識
別
一

作
業
服

一
着

一管
後
は
枕
が
渡
さ
れ
る
よ
一卸
し

τく
れ
ま
せ
ん
。

一向
日
朝
飯
、
味
噌
汁
、
一

え
掃
除
し
た
る
鹿
芥
を
共
一

お
尋
ね
下
さ
い
。
そ
し
一の
た
め
に
上
衣
の
背
中
止

一

作

業

帽

一

一う
に
な
り
ま
し
た
。

一

食
事
も
い
る
/
¥
正
変
一

き
や
ら
蕗
、
茄
子
演
、
茶
一

の
容
器
忙
蒐
集
す
ぺ
し
」

一

τ大
村
市
の
美
化
は
大

一雨
…
腕
の
前
部
、
ズ
ぶ
ン
の

一

外

套

一

一

日
本
製
の
蒲
聞
は
紛
が

一遷
し
て
き
ま
し
た
が
、
か
一重
飯
、
.
ホ
1
ク
・
ヵ
ッ
一

'
と
あ
る

の
で
あ
り
ま
す
。

一

村
市
民
の
手
に
依
っ
て

一お
騨
の
止
と
る
と
雨
股
の

一

メ
リ
ヤ
ス

シ
ャ
ツ
一
一

一粗
悪
な
の
左
手
を
む
い
て

一な
り
前
か
ら
日
本
食
に
な

一

レ
ツ
、
妙
野
菜
、
背
菜
一

-ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
、

一

築
き
上
け
よ
う
で
は
あ

一前
部
、
合
計
六
ケ
所
に
長
一

ズ
ボ
ン
ポ
一
一

一あ
る
潟
な
の
で
あ
る
う
、

一り
、
日
本
移
管
後
の
一
人
一

潰

、

茶

一

本
市
で
は
汚
物
掃
除
法
忙
基
き
撞
芥
搬
出
を
実
施
し
て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ

一フ

グ
の
あ
る
チ
リ
箱
を
備
一

り
ま
せ
ん
か
。

一さ
約
十
畑
、
巾
約
七
樋
の

一

仕
下
一
司
靴

二
重
い
ば
か
り
で
サ
ツ
パ
リ

一
一
日
の
食
費
は
百
二
十
円
一夕
飯
、
そ
ば
、
黄
味
酢
一

が
搬
出
区
域
は
市
の
繁
華
街
を
中
心
E
じ
て
一

定
の
地
域
ル
搬
出
手
数
料
は
市

一付
け
て
下
さ
い
o

叉
手
数
一

附

記

一
「
ど
の
字
が
墨
痕
い
と

(冬
期
は
股
又
の
支
一温
く
な
い
の
も
あ
り
、
ま
一と
か
で
二
千
八
百
カ
;
一

和
、
茄
子
潰
、
茶
一

条
例
に
定
め
ら
れ
、
こ
の
区
域
内
県
佐
の
世
帯
主

(掃
除
義
務
者
〉
は
鹿
芥
焼

ト料
の
滞
納
掛
還
を
強
行
し
一塵
芥
焼
却
場
、

話

施

設

一も
鮮
か
に
捺
さ
れ
ま
し
た
一

給
が
な
か
っ
た
の
で
一た
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
る

一ー
が
標
準
に
な
っ

τい
る
一何
日
朝
パ
ン
、

ク
リ
l
一

主
場
堆
肥
施
設
等
の
設
慢
の
な
い
家
庭
で
は
鹿
芥
撫
仕
手
数
料
を
納
入
し
て

一な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
止
に

一等
の
設
置
に
よ
り
異
動
の

一そ
れ
は
前
後
左
右
か
ら
一

ブ
リ
キ
ン
の
や
む
な

一と
納
が
隅
の
方
に
か
た
よ
一'
と
い
う
こ
'
と
で
す
。

一

ム
、
ス
1
プ
、

紅
茶

一

頂
く
こ
'
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
o

一な
り
ま
し
て
は
御
互
に
不
一

あ
る

方

主
ハ
の
都
度
、
市
一「

E』

8HA回
出
」
で
あ
る
一

か
っ
た
)

一っ
て
真
中
の
'
と
こ
ろ
は
布
一

私
た
ち
は
ど
ん
な
も
の
五
飯
.
秋
刀
魚
‘
的
和
‘
一

鹿
芥
は
肥
料
に
利
用
す
る
の
で
搬
出
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
か
ら
納
め
な
い

一快
な
こ
止
で
も
あ
り
、

手一
衛
生
謀
に
周
山
山

一と
止
が

一
目
隠
然
た
る
た
一

日
本
側
に
管
理
が
移
さ
一だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
シ

一を
い
た
芦
い
て
い
る
か
を
一

新

子

演

、

茶

一

日
射
問
時
計
れ
日
誌
れ
れ
れ
行
け
れ
ば
m
問
Y
一数
料
滞
納
の
方
は
早
〈
納
一う
お
願
い
致
し
ま
な
よ

一め

πっ
た
の
で
す
口

一れ
て
か
ら
は
怖
の
刊
に
夏
一
ロ
モ
ノ
が
ま
。

一示
す
た
め
十
月
十
仁
立
夕

飯

豚

汁

、

ど

ま

と

非
街
生
忙
豆
ら
ぬ
よ
う
肥
料
に
利
用

1
河
川
憶
は
結
構
で
す
が
、
塵
芥
を
海
や
町
一
日
円
乞
守
様
、

一

(

市
街
生
課
〉
一
一
一
山
…
尚
一
け
れ

一州

町

並

勺

μmF4ト
千
四
時
四
件
ロ
ロ

μ
豆一一円滑
1

t
げ

rn鯵
時
一
川
Mh
竹

内

一

河
川
に
或
は
路
信
号
捨
て

3
5
Lに
放
置
す
る
よ
う
な
こ
止
は

一

11
1

1

1

1

1

卜
1

1

1

1

1

一

印
い
と
あ
わ
れ
な
る

一な
ぷ
増
配
さ
れ
、
ま
た
一キ
チ
ン
止
整
頓
を
し
て
た
一ロ
日
朝
飯
、
味
噌
汁
、

7
2引
Z
T
A

公
衆
衛
生
上
、
許
さ
れ
る
も
の
で
な
円
、
こ
う
し
た
事
を
未
然

に
防
止
す
る
為

一
1
J
出

刊

一

一

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
入
梅
一猿
叉
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ヤ

一き
ま
す
o

そ
し
て
読
書
を

一

海
苔
佃
煮
、
梅
干
、
茶
一監

に

ぎ

り

まさ
則
f

大
服

罪
さ
れ
て
い
る
も
の
!
あ
り
ま
す

『

一

家

ぺ

怖

い

刊

誌

一除

去

し

た

ば

れ

て

は

じ

め

一
ッ
は
冬
期
も
支
給
さ
れ
る
一し
た
り
、
手
紙
を
し
た

L
E
飯

、

鯖

味

噌

煮

、

亘

社

長

氷

田

雅

長

差

例
え
ば
農
家
の
場
合
、

一

せ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
一

皆
さ
ん
練
っ
て
大
村
市
一

正

弘一

τ「
F
」
O

骨
目
を
ま
ξ

つ
一よ
う
に
な

っ
た
の
で
フ
リ

一め
た
り
す
る
時
に
は
文
机
一

茶
浸
し
、
茄
子
塩
漬
.
茶
一

入
)

肥
料
に
な
る
鹿
芥
は
自
家
一

の
で
あ
り
ま
す
。
搬
出
一の
塵
芥
処
理
献
況
を
一
瞥
一

以

‘

h

~

t

h

一一
た
・
と
き
に
は
、
い
よ
/
¥
一キ
ン
問
題
も
解
泊
し
ま
し
一の
代
用
品
・
と
な
り
、
ま
た
一夕

飯

、

狐

う

rん
、
ソ

一夕

飯
ハ
ン
バ

ー
グ
・ス

で
処
世
す
る
に
し
て
も
年
一

手
数
料
の
字
何
に
捉
わ
一し
て
見
て
下
さ
い
o

如
何
一

議

譲

治

本

市
川
一
号
芯

主

裟
婆
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た
淋
一た
。

一食
事
の
場
合
に
は
、
食
卓
一

1
セ
イ
ジ
、
育
英
潰
、茶
一

テ
イ
1
ク
、

定

汁
、

聞
を
泊
じ
て
、
お
そ
ち
く
一

れ
搬
出
し
て
も
ら
っ
て
一に
壊
芥
箱
備
付
を
御
願
し
一
'

h

，

‘

，

F

4

〈

一

し
さ
'r
身

の
行

末
を
案
一

被
服
類
の
洗
濯
は
毎
週
一の
役
目
を
つ
止
め
て
く
れ
一間

日

朝

パ

て

マ

l
ガ
一

沢
庵
潰
、
茶

陶
器
や
硝
子
の
破
片
言
一

い
な
い
か
ら
手
数
料
を
一て
も
市
民
の
中
に
は
芝
一
回

、

官

と

寝

具

一っ
た
も
の

で
し
た
o

帽
子
一じ
て
感
慨
無
量
な
も
の
を

一
一
回
わ
れ

(
2
2
30

一

リ
ン
、
昇
、
ミ
ル
ク

一同

日

朝

亡

、

ク
リ
l

ト
タ
ン
屑
等
の
廃
棄
物
が
一

納
め
な
い
正
一言
う
方
も
一介
せ
今
路
傍
に
道
端
に
家
一

目

一は
中
折
帽
の
も

ω
も
あ
っ

一禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一業
班
で
や
っ

τく
れ
ま
す
一

行
く
年
の
伺
作
や

一

紅
茶

一

ム
、
ス

1
プ
、
紅
茶

出
る
ξ
思
い
ま
す
が
、
こ
一

あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
一の
周
辺
に
河
川
の
淵
に
或
一

捗
服
は
米
軍
管
理
時
代
一た
が
戦
斗
閥
が
断
然
優
勢
一

米
軍
時
代
に
支
給
さ
れ
一し
、
肌
着
類
な
ど
廿
自
分
一

夜
具
の
文
机

一筆
飯
、
.
ホ
1
ク
・
シ
チ

一重

浅
利
貝
飯
、
す
ま
し

ろ
し
た
も
の
を
塵
芥
箱
に
一

れ
ほ
法

κ
よ
る

Jコ
h 、

(二)

開
設
必
ず
納
め
て
下
さ
い

塵
芥
搬
出
手
数
料
に

昭 和 28年 5月20日りよt:. 政市村大

長

崎

の

開

港

第 17号

純
忠
公
材
、
永
除
五

壬
戊
年
ハ
一
五
六

二
年
)

葡
萄
牙
人
に
横
瀬
浦
を

開
港
し
た
が
、

、氷
総
七

甲
子
年
二
五
六
四
年
)

同
港
が
兵
火
の
た
め
焼

け
た
の
で
葡
舶
は
横
瀬

浦
を
経
て
、
平
戸
の
河

内
浦
に
入
津
し
た
口

是
に
於
て
、
純
忠
公
は

、氷山脈
八
乙
花
年

(一

五

六
五
年
)一
蹴
問
油
を
開

港
し
た
が
、
と
の
港
肱

碇
泊
に
不
便
で
あ
っ
た

の
で
、
元
亀
元
庚
午
年

(
一
五
七

O
年
L

仲
天
述

メ
ル
チ
ョ
ウ
ル
・

J

プ
・
フ

イ
ゲ
レ
ド
材
、
数
般
の

小
舟
を
率
ゐ
、
一
人
の

技
針
役
を
件
ひ

τ、
海

岸

ω浦
々
の
入
口
の
水

深
を
測
量
し
た
結
果
、

て

る
処
に
該
当
す
る
場
所

に
、
ト
ウ
ド
ス
・
オ
ス
・

サ
ン
ト
ス
と
称
す
る
教

会
堂
を
建
立
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
元
亀
二
辛
未

年
二
五
七
一
年
)
の

頃
に
は
、
長
崎
純
景
の

弟
戸
町
総
兵
衛
重
方
の

倒
地
た
る
戸
町
の
町
民

亙
十
五
丁
亥
年
(
一

五

八
七
年
)
秀
吉
が
長
崎

を
御
料
所
と
し
て
没
牧

す
る
頃
ま
で
無
事
に
発

達
し
た
者
下
は
な
か
っ

た。
長
崎
問
地
前
、
即
ち

元
亀

一冗
庚
午
年
三
月

〈
一
五
七

O
年
)
に
は
西

利
支
丹
武
士
‘
其
他
十

間
五
人
が
討
死
し
た
事

が
あ
り
、
同
年
七
月
十

五
日
未
明
大
村
純
忠
公

ロ
兵
舶
を
以
て
深
堀
を

攻
め
、
黒
舶
を
し
て
大

砲
を
発
射
せ
し
め
た
事

が
あ
り
、
実
正
元
安
酉

年
(
一
五
七

O
年
)
に

@ 

古
賀
十
二
郎

見
え
、
こ
れ
ら
の
兵
船

が
深
川
淵
の
領
海
を
通
過

せ
ん
'
と
す
る
・
と
こ
ろ
を

盛
ん
に
鉄
砲
を
打
ち
か

け

τ襲
撃
し
た
の
で
、

長
崎
方
の
兵
舶
は
も
・
と

よ
り
際
戦
は
し
た
が
、

遂
に
一
一
般
は
捕
獲
せ
ら

れ
、
討
死
す
る
者
も
あ

一
年
)
よ
り
秀
吉
が
そ

の
併
判
所
即
ち
直
轄
地

'
と
な
し
た
。
天
王」
1
E

丁・
亥
年
こ
五
八
七
年
)

陀
五
る
十
六
年
聞
に

職
.
同
時
代
の
災
に
悦
ま

さ
れ
な
が
ら
も
、
次
第

K
契
註
し
て
行
つ
・
K
G

其
刷
、
飢
主
大
村
純
忠

会

ω苦
心
経
営
は
、
容

易
忙
鋭
ひ
仲
る
こ
'
と
が

で
き
る
。

し
か
し
、

長
崎
は
、
大

村
荷
必
公
が
泊
さ
れ
た

形
見
'
と
し
て
海
を
追
う

て
発
展
し
、
現
在
二
十

五
万
人
以
上
に
人
口
を

有
す
る
都
市
と
な
ヲ

τ

い
る
。

一
一百
に
し

τ
諜
く
せ

ば
、
長
崎
村
大
村
純
応

公
む
千
和

K
伝
ふ
る
配

念
轄
と
も
制
う
べ
き
も

め
で
あ
ろ
う
o



一望

ま

ざ

る

?

と

き

は

此

限

に

裸

維

の

場

合

一明
治
四
十
年
頃
、
松
原
一
一一

一あ
ら
や
J
)

の
外
児
五
の

各

一

本

毎

に

ロ

円

mm
段
一
ω郷
、
内
元
虎
作
氏
が
哉

号
に
掲
ぐ

3
4翻
を
年
額
と

(
旧
3
円
Mm
銭
)
一埼
し
た

ω
が
札
ゆ
U
U
吾首一刊

す
る
補
償
金
を
支
給
さ
れ
ケ
ー
ブ
ル
の
み
の
場
合
一戦
時
中
は
人
子
不
足
で
生

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
木
柱
支
柱
支
線
等
の

一産
量
も
激
減
し
た
が
名
品
物

(
二
八
年
四
月
よ
り
施
行
〉
一本
数
体
算
方
法
等
に
つ
い

一の
貫
録
を
み
せ
て
最
近
は

記

一
τは
電
信
電
話
公
社
(
郵
一戦
前

ω約
七
割
い
れ
，復

訓
け

一
、
田
に
あ
る
も
の
は

一便
局
)
に
服
曾
さ
れ
た
し
一年
四
万
買
が
生
産
さ
れ
て

一
本
毎
に
約
円
mm
伎
一

(

税
務
課
)

一そ

ω
八
割
は
北
九
州
、
関

(
旧
制
円
何

銭
ニ
向
二
十
四
年
度
分
か
ら
詮
一門
地
方
に
移
出
さ
れ
て
ゐ

二
、
畑
に
あ
る
も
の
は

一令
さ
れ
市
に
保
管
し
て
あ

一る
。
腕
豆
に
う
い

τは
生

一
本
毎
に
お
円
部

銭一
り
ま
す
が
近
日
各
人
に
お

一産
者

ω関
心
が
殊
に
深
く

(
旧
日
円
別
一
段
L

一波
し
致
す
ペ
く
調
査
中
で

一生
産
量

ω増
加
企
品
質
の

三
、
塩
田
に
あ
る
も
の
ロ

一あ
り
ま
す
。
中
に
は
土
地
一向
上
を
計
る
た
め
四
月
六

一
本
毎
に
刊
円
白
銀
一の
所
有
者
名
義
が
祖
父
の

一日
午
前
十
一
時
、
長
崎
、

(
旧
ゴ
円
制

使
亡
一ま
L

に
な
っ
て
居
る
等
.

一佐
世
保
、
門
司
、
小
倉
、

四
、
宅
地
に
あ
る
も
の
は
一事
務
上
支
障
が
あ
り
ま
す
一若
秘
、
八
幡
、
戸
畑
、
飯

一
本
毎
に
訂
円
切
銭
一の
で
‘
こ
の
際
.
市
で
取

一壊
等

ω各
青
果
業
者
を
招

-
旧
同
円
制

緩
L

一り
纏
め
手
続
の
便
宜
を
計
一き
生
産
者
百
余
名
は
村
川

五
、
山
林
に
あ
る
も
の
は

一ら
い
ま
す
か
ら
会
計
課
ま
一市
助
役
並
に
小
佐
々
農
林
一

一
本
毎
広
間
円
前
段
一で
仰
届
け
下
さ
い
ロ

一課
長
が
出
席
、
太
回
松
原
一

(
旧
4
円
加
銭
)
一

(
会
計
課
)

一農
業
協
同
組
合
長
を
中
心
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
に
研
究
Awn
を
催
し
利
川
助
-

ハ

リ

キ

比

一
一
に
桝
産
口
川
と
も

τ長
崎
一生
の
撤
肪

ω言
葉
広
一
同

松
原
腕
豆

一昨

撚
M
附
い
い
は
川
下

位
ω警
を
薪
に
し
た

五
十
年
の
伝
統
を
誇
る

一生
産
量
よ
り
も
独
特
の
珍

一

(

松
原
出
政
所
)

「
松
原
腕
豆
'一
は
鴨
下
唯
一味

に
好
許
を
博
し
て
ゐ
る

第 17号

か 15
ら日

保
安
隊
員
も
外
出

再
溌
防
止
に
協
力
た
要
望

去
る
四
舟
十
三
日
以
来
発
生
し
た
保
安
際
大
村
部
隊
内
の
集
団
赤
痢
も
漸
く

終
熔
以
態
と
な
り
、
部
隊
で
は
各
関
係
万
両
の
努
力

ε厚
意
に
対
し
て
深
く
感

謝
し
て
い
る
。

隊
内

K
於
け
る
健
康
保
問
者
は
全
員
凶
立
大
材
病
院
松
並
病
棟
'c
市
立
病
院
に

隔
離
し
て
加
療
中
で
、
現
社
で
は
隊
内
に
一
名
の
忠
者
も
い
な
い
の
で
、

最
初

か
ら
斡
始
健
康
で
あ
っ
た
隊
員
は
去
る
十
五
日
か
ら
外
出
を
許
可
し
た
。

な
お
隊
内
に
お
け
る
防
一し
も
K

赤
痢
も
漸
く
終
始

ω
一

昭
和
二
十
八
斗
五
月
十

疫
態
勢
は
依
然
と
し

て
継
一以
況
に
歪
り
来
る
十
五
日

一一一
一日
大
村
駐
屯
地
部
隊

続
し
蜂
夏

K
向
っ
て
科
度

以
よ
り
逐
次
外
出
を
僻
除
一長

平
井
重
文

の
発
生
が
な
い
よ
う
に
万
一す
る
予
定
で
あ
り
去
す
が

一

御
依
頼
一
、
暴
飲
暴
食

全
の
注
意
を
払
つ

t
い
る

一約
一
カ
月
振
り
の
外
出
で

一に
亙
ら
な
い
よ
う
御
配
慮

が
、
平
井
大
村
部
隊
長
肘
…も
あ
り
、

或
い

は
無
意
識
一蹴
い
度
い
こ
ξ

外
出
許
可
に
先
立
つ

τ去
一の
内
に
飲
食
が
過
ぎ
る
者
一

二
、
特
忙
生
も

ωは
勿

る
十
三
日
、
市
内
的
旅
紡
一も
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
外

一論
酒
類
を
多
量
に
御
劃
め

料
理
底
、
料
亭
、
食
堂
、
一出
に
当
?
で
は
充
分
注
意
一下
さ
ら
な
い
と
L
L

小
料
理
屋
、
貸
席
の
各
組
一を
与
え
て
付
居
り
ま
す
が
一

三
、
掛
費
り
を
絶
対
な

合
に
封
し
次

ω
よ
う
な
紘
一特
に
次
の
諸
点
に

つ
い
て

一さ
ら
な
い
こ
と

頼
献
を
送
っ
て
、
協
力
を

一は
御
協
力
御
配
慮
下
さ
れ
一

な
お

一
般
外
出
の
門
限

求
め
た
り

f

債
利
係
」

一度
御
闘
い
設
し
ま
す
口

一は
午
后
九
時
一一一十
分
ま
で

謹
持
、
新
除
山
一
峡
世
古
一

先
ず
り
簡
単
な
が
ら
御
一ξ
な
っ
て
居
り
ま
す

ω
で

益
l々

何
銀
山
氏
航

じ

ιレ
すい
一依
願

i
T

敬
共

一申
し
添
え

ま
す
。

じ
ま
す
o

一

;

4

j

B

i

-

-

i

l
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、
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又
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湖
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岳
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絶
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れ
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瀧
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西
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が
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